


 
 

第２  県が目 す 域ケアのカタチ 

が ているのは、“202 ・20 を えた ケアの 立  

 

 

会  

 

 

地域ケアの推進が言われて久しい。 

2005(平成 17)年の介護保険改革では、介護保険法に地域ケア・地域包括ケアの概念が

盛り込まれ、2006(平成 18)年度からは、市町村に地域ケアの推進の中核機関としての地

域包括支援センターを設置することが義務づけられたが、その後も大きな状況の変化は

ないというのが関係者の偽らざる認識であろう。 

2008(平成 20)年の年初に官邸に設置された「社会保障国民会議」は、社会保障改革の

目的について、これまでの「持続可能性の確保」一辺倒から「社会保障の機能強化」へ

の転換を打ち出し、医療・介護分野では、地域ケア・地域包括ケアを推進していく方針

を示したが、これも裏を返せば、地域ケアが進んでいないことを示している。 

我が国の高齢者ケアの歴史を振り返ると、老人医療費の無料化以降、介護サービスの

提供基盤の整備の遅れもあり、高齢者の入院・入所ニーズは、ほぼ病院で受け止めてき

た。 

しかし、高齢者にとって一番大切なことは、日常性、生活の継続性であり、病院は、

その性格上、管理性が強く、そこに日常性、生活の視点はなかった。国際的にみて、病

院形態で高齢者ケアを行っているのは異例である。 の変 の 、 ・

・ の の 疾 、 介 の の ズ つ の

え の支 ・ ・介 の 、 の の

を し がら“ の で ていく とが必 で る “治療の場”であるべき

はずの病院では、治療やリハビリテーションといった病院にしかできないものに限定し、

治療が終われば、“生活の場”でこれまでの生活を継続しながら暮らすことが高齢者にと

って望ましいのである。 

一方、立ち遅れていた介護サービスの提供基盤については、特別養護老人ホームを中

心に整備が進められてきたが、大規模集約型や人里から離れた隔離型の施設ばかりで、

ここにも、高齢者にとって一番大切な日常性、生活の継続性がなかった。 

つまり、 での 本 ・介 ス け 必 が “ の

を 、 れ の て け ならなか たので る もちろん、専門性

の高いサービスを濃厚に受け続けなければならない場合はやむを得ないところであるが、

そうでなければ、 分の しんだ の 分の リズム んで らう と

が、 て しい で る  

この“生活の場”であるが、もちろん、自宅が最も望ましいのであろうが、一人暮ら

し高齢者・認知症高齢者の増加なども考えれば、自宅での生活の継続が無理な場合は、

地域における住まいの環境の中でこれまでの生活の継続性に特に配慮しながら、いわば

擬似日常性を作って支えていくことも必要となっている。 

病院・大規模施設でのケアから決別し、住み慣れた自宅や地域で高齢者を支えていく

という“地域ケア”への転換は、このような論理の帰結であり、諸外国の動向とも一致

する。 
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認知症ケア・リハビリテ ションの歴史

年代 制度・事業等 ケアの方向性

１９７０ 高齢化社会への入り口

老人医療の無料化

ケアなきケアの時代、問題対処型ケア

（言葉で縛る、体を縛る、薬で縛る）

１９８０ 老人病院の急増

大規模特養の整備

提供者側本位のケアの時代

１９９０ グループホーム・

宅老所誕生

利用者本位のケアの始まり

本人の生活・暮らしを大切にするケア

２０００ 介護保険制度の導入

認知症へ名称変更

特養も、ユニット型や小規模
の地域密着型へ

利用者本位のケアの時代へ

いつでもどこでも普通に暮らす支援へ

２００６ 地域包括支援センター

小規模多機能型居宅介護

認知症短期集中リハビリ

本人が地域の中で自分らしく暮らし続ける
支援へ

認知症を改善させる時代へ
 

 

 

 

今回、グループホーム・小規模多機能の取組について報告をいただいた。 

 

9 グ プホ ムの   

グル プホ ム 会  

20 小 多 介 て  会 人洗心 会 水  

2 会 法人の 小 多 介 につい   

社会 人さくら 会 久 文 谷  
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今回、在宅医療、訪問看護・リハ、訪問介護、医療依存度の高い者への対応、ケアマ

ネジャー支援、地域リハビリテーションの取組について、報告をいただいた。 

 

22 支 の り み  クリ ック 太  

2 支 の  坂 ペインクリ ック  

24 りが急 る 代 、 支 診 求め   

い クリ ック 太久  

2 た の チ ムで支 での  

支える ・リハ リ シ ン・介   

ス シ ン ナ シングホ ム も   刀 奈  本

子 

26 から え   

ス シ ン スモス  本 代 

27 の 食べたい の べ たい の チ ムの が

下 の 食や D の改 に なが 」  

い べ   いなべ ステ シ ンのぞみ  

2 夜 介  会 人 心 会 水  

29 介 の り み   

三 会 ナ シング ル でし   波  り  

0 ット 入 介  依 の い い

 <ふ あい> <や > < > そのひと のく い   

法人  木  

ケア 保 の り  市  裕

2 支 ンタ よる けたケアマネジ 支   

ふく 支  小 合 小 枝 

支 ンタ る に けたケアマネジ   

松阪 支 ンタ  木 乃 

4 支 ンタ る に けてのケアマネジャ 支   

介 支 会 田  

ケアマネジ か  久 支 ンタ   

6 勢 区 の リハ リテ シ ン    

保 大 トリウム  

7 リハビリテ シ ンスタッフの   

松阪・多 リハ リ シ ン 会 木  大  
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今回、広義の意味の「地域福祉」に関して、「食」「移動」も含め幅広く報告をいただ

いた。 

 

食』 の  社会 人 会 木  

9 ・ ス  会 法人 会 松本  

40 わ らい 清 の への り み  たらい  井  松  

4 移 サ ビス る での り み い  

 支 ンタ   

2 る 送の り つい の の  

 定 利活 法人 ろ  み 代 

による支え い あん ん ネットワ ク  

 ふく 合支  小 合  

44 る支え い  会 法人 会 会 文 

4 る支え い  東   

6 民 る え合 の みづくり 名 市の り み の保 の

・ 営  市 支 ンタ  北  

7 の しい による がめ 0 の の  

 会 法人伊 会 会  

4 合 な への取り  会 法人 会 会  

49 後 、保 会 会の り

の  社 法人 会 会 文 

0 待 ・  ふくし 合支  小 合 

度利 支 及び 申立て   ふくし 支  小百合 

2 法対策、伊 ネッ ワ ク、やすら 支 、伊 り支

いて  社会 人伊 会 会  

止に けての取り  会 法人 会  

4 会 法人の  会 法人 会  

し んか か る私の介 談   

市介 談  本  

6 と の 伊 究 10 の み  

 会 法人伊 会 会 田文  

7 支  ふく 総合支  田小 合 

介 支 の り み   

いなべ市 宅介 家 の会 だいふくの会  田秀夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

─ 28 ─






